
Information

・大学等を卒業後、市内に定住する意思がある
・市内に１年以上居住する人と生計を一緒にしている
・令和９年３月31日現在で満25歳未満
・本人および生計を一緒にする人に市税等の滞納がない
・連帯保証人２人（保護者および保護者以外）をつけること
  ができる　
※奨学生は奨学金給付審査会に諮って決定します。
　(奨学生の定数あり)
※特に人材が不足している医療・福祉・保育の専門分野は、
　審査会において、重点職種として審査を行います。

対 象 受付期間
※受付期間以外の申請はできません。
※申請書のほかに会場での作文筆記(８月実施)が必要です。　
　詳しくは市公式ウェブサイトをご確認ください。

受付場所 教育総務課、山東支所

■奨学金は月額3万円 ■対象者は令和６年度から令和９年度入学者 ■給付期間は最長４年間(正規の修学期間終了まで)

次の全てに該当すること ７月31日(金)まで

給付型奨学金制度の申込受付は７月31日(金)まで！
市 教育総務課　☎53-51５１　　53-5129　　問 FAX

※申請書は上記受付場所および市立図書館、県内
高等学校窓口で配布のほか、市公式ウェブサイト
からもダウンロードできます。

若者の未来をサポート！

▲市公式ウェブサイト

芸術・文化大会出場等激励金
市 生涯学習課　☎53-51５４　　53-51２9　　問 FAX

　芸術・文化の振興と向上を図るため、全国大会等に出場・出展が決定した個人または団体に対し激励金を交付します。

山東診療所の診療時間を変更します 市 健康づくり課　☎53-51２５　　53-51２８　
地域包括ケアセンターいぶき　☎5８-１２２２ 　

問 FAX

　７月１日(水)から山東診療所の診療時間を次のとおり変更します。ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願
いします。

　全国大会等に出場、出展が決定した市内に住
所を有する個人または市内に住所を有する人が
加入する団体

対象者

　出場報告書、大会開催要綱等の書類等が
必要となります。詳しくは生涯学習課へお問
合せください。
※申請書類は市公式ウェブサイトからダウンロード
　できます。

申請方法

芸術・文化活動の範囲

対象となる大会と奨励金の額

①【芸術・文化活動の範囲】
・音楽、美術、写真、文学、演劇その他芸術
・歌唱、雅楽、能楽その他の芸能
・書道、茶道、華道その他の文化活動
②【交付実績分野】
ピアノコンクール、作文コンクール、
珠算選手権、ロボット製作、着付けコンテスト、
料理コンテスト、彫刻コンテスト、
よさこい大会、科学（全国高等学校総合文化祭）等

①全国大会：5,000円（団体上限：50,000円）
文部科学省が主催・共催・後援する大会のうち、地方予選を経
て出場する大会および国民文化祭、全国高等学校総合文化祭

②市長が認める全国大会：3,000円（団体上限：30,000円）
①以外の全国大会のうち、市長が認める全国大会

③県域を超える大会：2,000円(団体上限：20,000円)
　①、②以外の近畿大会等の県域を超える大会

▲市公式ウェブサイト

診療日時
(火曜日）  ９時３０分～１１時３０分
(金曜日)１３時３０分～１５時３０分

診療日時
(火曜日） ９時３０分～１１時３０分
(金曜日) なし

変更前 ※令和８年７月１日（水）から令和９年３月３１日（水）まで変更後　

米原警察署情報消費生活相談コーナー 米原警察署 ☎52-0110問

水難事故に注意しましょう！「ガスの無料点検」にご注意！

「おかしいな」と思ったら、
一人で悩まず、

まずは消費生活相談窓口へ
ご相談ください。

 市 消費生活相談窓口(本庁舎) 
相談専用　☎53-5110

令和8年市内交通事故数 (5月末時点)　
件数　 26件(＋5件)　死者　 0人（－1人)
傷者　 30人(＋9人)　※(  )内は前年比

　「ガスを無料で点検する」と電話があり来てもらうことにしたが、
知らない業者だったため不安になった。

消費生活相談員より一言
　ガスの無料点検と言って来訪した業者が「このままでは危
ない」などと不安をあおり、高額な修理などを迫ってくる場合
があります。ガス設備は4年に1回程度(無料)点検を行うよう
法律で定められており、まずは現在契約中のガス販売事業
者に確認しましょう。

(受付) 平日 9時30分～16時
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調
査
の
経
緯

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、米
原
市

高
溝
地
先
に
位
置
す
る
高
溝
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。高
溝
遺
跡
は
米
原
市
高
溝
か
ら

顔
戸
に
か
け
て
広
が
る
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
、

周
辺
に
は
多
く
の
遺
跡
が
密
集
し
て
お
り
、顔
戸

遺
跡
、長
門
寺
遺
跡
、正
光
寺
遺
跡
と
共
に
、「
顔

戸
遺
跡
群
」と
称
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、市
道
顔
戸・八
田
羽
織
線
道
路

改
良
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、道
路
の
新
設
に
よ

り
、長
期
間
に
わ
た
っ
て
地
下
遺
構
を
調
査
す
る
機

会
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、調
査
の
実
施
に

至
り
ま
し
た
。

高
溝
遺
跡
の
既
往
の
調
査

　
高
溝
遺
跡
に
お
け
る
調
査
は
、昭
和
６１
年
度
か

ら
６３
年
度
に
旧
近
江
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た

第
１
次
調
査
に
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後
、平
成
元
年

度
に
第
２
次
調
査
、平
成
１１
年
度
に
第
３
次
調
査

が
行
わ
れ
、令
和
４
年
度
に
は
米
原
市
教
育
委
員

会
が
第
４
次
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、竪
穴
建
物
跡
や
掘

立
柱
建
物
跡
、井
戸
、溝
な
ど
が
数
多
く
確
認
さ

れ
た
ほ
か
、平
安
時
代
の
条
里
制
に
基
づ
く
土
地

開
発
の
痕
跡
で
あ
る
、碁
盤
目
状
の
溝
や
方
位
の

揃
っ
た
建
物
の
痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、こ
の
地
域
で
は
縄
文
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
至
る
ま
で
、長
い
期
間
に
わ
た
り
人
々

が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
なって
い
ま
す
。

第
５
次
調
査
成
果

　
今
回
の
調
査
で
は
、道
路
整
備
の
形
と
同
様
に
、

２ｍ
×
３０
ｍ
の
東
西
方
向
に
長
い
調
査
区
を
設
定
し

ま
し
た
。調
査
で
は
、柱
の
穴
と
み
ら
れ
る
遺
構
が

複
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。遺
構
か
ら
は
、土
師
器
や

須
恵
器
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、古
代
の

人
々
の
生
活
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、土
器
の
ほ
か
に
、平
瓦
片
も
複
数
点
出
土

し
ま
し
た
。古
代
に
お
い
て
瓦
は
一
般
の
住
居
で
は

な
く
、寺
院
な
ど
の
特
別
な
建
物
に
用
い
ら
れ
る
も

の
で
し
た
。高
溝
遺
跡
と
隣
接
す
る
法
勝
寺
遺
跡

は
古
代
寺
院
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、今
回
出

土
し
た
平
瓦
も
、こ
う
し
た
周
辺
の
寺
院
と
の
関
わ

り
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
資
料
と
い
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、い
く
つ
か
の
遺
構
で
は
、天
目
茶
碗
な

ど
中
世
以
降
に
使
用
さ
れ
て
い
た
遺
物
が
出
土
し

ま
し
た
。中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、井
戸
跡
の
遺

構
で
す
。

　
井
戸
に
は
、深
さ
約
８０
㎝
の
底
板
を
抜
い
た
木
製

の
桶
が
井
戸
枠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ

の
桶
は「
結
桶
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、細
長
い
木

板
を
円
筒
状
に
並
べ
、そ
の
周
囲
を
竹
の
皮
な
ど
で

編
ん
だ
箍
で
締
め
上
げ
て
固
定
す
る
構
造
を
し
て

い
ま
す
。か
つ
て
は
、こ
の
よ
う
な
桶
や
曲
げ
物
を
井

戸
枠
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、井
戸
の
内
部
か
ら
は
、役
目
を
終
え
た
後
に

廃
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
瀬
戸
美
濃
産
の
陶
器
な

ど
が
出
土
し
た
ほ
か
、幅
が
４０
㎝
も
あ
る
巨
石
が
３

個
見
つ
か
り
ま
し
た
。井
戸
跡
か
ら
こ
う
し
た
巨
石

が
確
認
さ
れ
る
事
例
は
全
国
各
地
で
み
ら
れ
、水
の

源
で
あ
る
井
戸
に
対
す
る
信
仰
意
識
か
ら
、井
戸

を
廃
絶
す
る
際
に
は
、儀
式
と
し
て
巨
石
を
入
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
溝
遺
跡
は
こ
れ
ま
で
古
代
を
中
心
と
す
る
遺

跡
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、今
回
の
調
査
に

よ
っ
て
、中
世
以
降
の
暮
ら
し
を
物
語
る
井
戸
や
陶

器
も
確
認
さ
れ
、地
域
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、調
査
で
得
ら

れ
た
知
見
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
、調
査
記
録
や
出

土
遺
物
の
整
理
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

た
か
　
み
ぞ

高
溝
遺
跡
第
５
次
発
掘
調
査
速
報

第５次調査の調査区

今回の調査で見つかった井戸跡

　湖川での事故を防ぐため、安全を第一に考えてレジャーを楽し
んでください。水辺で遊ぶ際は次の点に注意しましょう。
●疲れている時やお酒を飲んだ時は、水に入らない
●河川で増水のおそれがある場合は、水辺に近づかない
●子どもだけで水辺に行かせない、また、子どもから目を離さない
　なお、琵琶湖では、全ての船舶に対して酒気帯び操船が禁止さ
れています。「お酒を飲んだら操船しない」を順守してください。
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